
 第20回 子どもまつり5/24

6/22 チャリティカラオケ大会募金を
文化・スポーツ振興へ6/22 常総市の子どもたちへ

㈱羽生屋畜産と常陽銀行から寄付

5/29 子どもたちの教育振興のために

世代を超えた地域の
文化交流の輪6/11～14

石下総合運動公園多目的広場で開催され、多くの
子どもたちで賑わいました。ミニ運動会のリレーで
は、各地区から総勢20チームが参加しました。
子どもたちの走る姿に、多くの観客から大きな声援
が送られ、会場は熱気に包まれていました。

SMC㈱から、水海道有料道路通学時間帯無料
化事業に対して企業版ふるさと納税による寄付を
いただきました。一般道の渋滞緩和や通学時の
児童生徒の安全確保のために活用されます。

石下ライオンズクラブ主催の「第15回青少年健
全育成チャリティゴルフ大会」がフレンドシップ
カントリークラブで行われました。集められた
募金は飯沼小学校と豊田小学校に10万円ずつ
寄付されました。

㈱羽生屋畜産から、子育て支援事業に対して常陽
銀行寄贈サービス付私募債「社会貢献応援債」の
発行にかかる現金20万円が寄付されました。

演歌茶屋「みちづれ」の大崎武さんから、チャ
リティカラオケ大会で集められた募金５万円が
文化・スポーツ振興基金へ寄付されました。

善 意 の 寄 付

企業からのふるさと納税

６月11日から14日まで、生涯学習センターで第
16回芸術文化のつどいが開催されました。書道
や絵画など多数の作品が展示され、日本舞踊や
フラダンスなどのステージ発表では、日頃の練習
の成果が披露されました。

  ５月31日　 第65回鬼怒・小貝水防連合体水防訓練を
天満運動場で実施しました。これは出水期を前に、水防
体制の強化を図るため、常総市のほか鬼怒川・小貝川の
流域に位置するつくば市、八千代町、つくばみらい市、下
妻市の消防団員が一堂に会し、茨城県指導のもと、堤防
の応急処置の訓練などを行うものです。
　当日は、５市町の消防団員を３班に分け、土のう作りや
月の輪工法などの従来の工法訓練に加え、民間企業によ
る現代水防工法の実演を行っていただきました。
　来たる災害に備え、本番さながらの緊張感のなか訓練
を行いました。

  ６月21日　 八千代町の協力のもと、岡田地区自治区長
連絡協議会および防犯防災連絡協議会の皆さんが八千代
町立安静小学校への広域避難訓練を実施しました。
　安静小学校は、岡田地区から車で約10分の距離にあ
り、鬼怒川が氾濫した場合の避難先として想定されてい
ます。今回の訓練では、安静小学校の体育館に避難した
皆さんが、避難所入所の手続きや、間仕切りテントの組
み立て、エアベッドの設置などを体験しながら、避難所
の開設手順や運営方法について確認しました。

地域を守る消防団員が結集
鬼怒・小貝水防訓練

八千代町との広域避難訓練

土のう作り訓練 月の輪工法訓練

避難所入所の受付をする皆さん

エアベッド設置の様子

■水海道総合体育館 ：0297-27-1211
■LIXIL石下総合体育館 ：0297-43-8311
■きぬ温水プール ：0297-27-3913 

さあ、はじめよう！ 運動習慣を身につけよう！
施設ホームページ

充実のスポーツ施設！ 豊富な運動プログラム！

シンコースポーツ株式会社を代表とした
指定管理者「常総スポーツパートナーズ」
が運営しています。

・スポーツ施設案内
・スクール情報 等

小貝川堤防決壊から40年
　昭和61年8月、台風10号による豪雨の影響で、本豊田
地先において小貝川の堤防が決壊するなどの大きな被害
がもたらされてから、今年で40年という節目を迎えました。
　近年は、地球温暖化による線状降水帯の発生により、
常に災害への備えが求められるとともに、過去の水害の記
憶や教訓、防災への取り組みをしっかりと次世代へとつな
いでいく必要があります。
　今後も市民の皆さんと共に未来を見据えた防災対策、
流域治水を積極的に推進してまいりますので、ご理解ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

常総市長　神達 岳志

※小貝川決壊の状況や流域治水の取り組
みについては、右の二次元コードから

「小貝川水害から40年」をご覧ください。
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